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第 1回  議会改革調査検討特別委員会記録 

令和元年 11 月 11 日(月) 

15 時 04 分～15 時 15 分 

第 2 委 員 会 室 

                    

【出席者】 沖田委員 西川委員 小川委員 笹田委員 佐々木委員 西田委員 

西村委員 牛尾委員 

 

【事務局】 篠原書記 

 

 

臨時委員長の紹介（浜田市議会委員会条例第 11 条第 2項の規定により年長議員を指名） 

 

議  題 

 1 委員長の互選について 

     

  牛尾   委 員  

 

 

 2 副委員長の互選について 

 

  西川   委 員  

 

 

 3 座席の指定について 

 

書記席から向かって左から、 

沖田委員、佐々木委員、小川委員、牛尾委員、西川委員、西村委員、笹田委員、西田委員 

 

 4 その他 

 

 

 

 

 

【詳細は会議録のとおり】
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（開議 15 時 04 分） 

【会議録】          

篠原書記  では、議会改革調査検討特別委員会だが、改選後初の特別委員会だ。

担当書記の篠原なのでよろしくお願いする。 

  臨時委員長の紹介だが、年長委員の牛尾委員にお願いしたいと思う。 

牛尾委員  年長で臨時委員長という役目がとうとう回ってくる年齢になった。と

いうことで臨時委員長を務めさせていただく。 

  これより、議会改革調査検討特別委員会を始める。ただいま出席議員

は 8名で定足数に達しいる。 

 

議題 1 委員長の互選について 

牛尾委員  お諮りする。委員長の互選は指名推薦と投票と、いずれかになるが、

いかがしようか。 

笹田委員  指名推薦でお願いする。 

牛尾委員  他にないか。 

   （ 「指名で」という声あり ） 

牛尾委員  皆さん指名推薦ということで、執り行いたいと思う。どなたか指名者

を提案していただきたいと思う。 

笹田委員  経験も豊富なので牛尾委員を推薦したいと思う。 

小川委員  同じく牛尾委員でお願いしたいと思う。 

牛尾委員  他に、推薦したい方はいないか。 

   （ 「ありません」という声あり ） 

牛尾委員  では、大変恐縮だが推薦をいただいたので、大役であるが、どうぞよ

ろしくお願いする。 

   （ 「お願いします」という声あり ） 

 

議題 2 副委員長の互選について 

牛尾委員長  続いて副委員長の指名もしくは投票ということだが、皆さま方にお諮

りしたいのは、委員長の相棒の副委員長なので、できれば許可いただけ

れば私に指名推薦をさせていただければと思うのだが、いかがだろうか。 

笹田委員  できれば推薦したい方がおられるので、意見を聞いていただければあ

りがたいと思う。 

牛尾委員長  分かった。それではそのようにしよう。それでは推薦をお願いする。 

笹田委員  前回も頑張っていただいたが、西田委員を副委員長に推薦したいと思

う。 

牛尾委員長  他に。 

小川委員  私は違った視点で、西川委員を推薦させていただきたいと思う。 

牛尾委員長  他にないか。 

   （ 「なし」という声あり ） 

牛尾委員長  ただいま二人の指名があった、どのようにしようか。 
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佐々木委員  選挙しかないと思う。 

牛尾委員長  では選挙で決めたいと思う。 

  《 篠原書記による投票用紙配布から開票まで 》 

篠原書記  結果は 4 対 4 だ。その場合はくじ引きになる。割箸に印をつけて、引

いていただく。本当ならくじを引く順番を先に決めるのだが、一遍で良

いか。 

西田委員  西川委員に先に引いてもらって。 

西川委員  分かった。 

    《 西川委員くじを引く 》 

篠原書記  当った。 

牛尾委員長  それでは西川真午委員が抽選により当選されたので。 

         《 西川委員 副委員長席へ移動 》 

西川副委員長  珍しいケースで当選させていただき、ありがたい。ミスター議会改革

の元で、しっかり勉強する機会だと思う。議会改革を進めていきたいの

で、よろしくお願いする。 

 

議題 3 座席の指定について 

牛尾委員長  座席の指定についてここを詰めてもらうようにしようか。 

篠原次長  はい。 

牛尾委員長  それではこの席でよろしいか。 

   （ 「はい」という声あり ） 

牛尾委員長  ではこれで決定する。 

 

議題 4 その他 

牛尾委員長  その他、何かあるか。 

   （ 「なし」という声あり ） 

牛尾委員長  先般の報酬審議会、私も西川委員も出ていたが、結審をして、答申は

まだされていないが、委員長・副委員長それぞれ認められて、加算する

ことになった。いつからかというのは答申を受けてからになるが、その

折に課題を受けたのは、政務活動費については出すべきだろうという、

審議会会長を中心にそういう発言があった。その代わり、増やすに値す

るような根拠を示して欲しいと。今のルールは厳しすぎるのではないか、

もう少し有効に議員活動に使えるようにした方が良いのではないかとい

う指摘もあった。 

  もう 1 点、議員報酬については全体の枠があるので、やはり定数と関

連をして議論してほしいといった発言もあった。それはそれとして、次

の議会改革の中でそういった検討も当然、前半 1 年は次の選挙の議員定

数がどうあるべきかということを中心に議論しなければいけない。1 年

前の、来年10月にはきちんと結論を出さないと。少なくとも1年前には。 

篠原書記  周知期間もいるので。 
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牛尾委員長  次回のこの特別委員会の中でそういったことも含めて検討していきた

いと思うので、よろしくお願いする。 

  あとはよろしいか。 

   （ 「はい」という声あり ） 

牛尾委員長  では、以上をもって終了する。 

（閉議 15 時 15 分） 

 

浜田市議会委員会条例第 65 条第１項の規定により委員会記録を作成する。 

     議会改革調査検討特別委員会 委員長  牛尾 昭        ㊞ 

 


